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血縁、地縁、職縁に続くもの

菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

『情報楽市』

最近インターネットの自由な空

気を、楽市楽座に例えて言う人

が多い。経済企画庁長官である

堺屋氏もその1人だ。本書では、

情報楽市という造語で言い表し、

このキーワードを中心にネットワ

ークの動向を5人の著者が探って

いる。

初めにインターネットのもたら

す新しいコミュニティーの形を

「好縁社会」と呼んで、血縁、地

縁、職縁に続く共同体を形成す

るだろうと言っている。たしかに

インターネットのいたる所で、血

縁や地域、職場の縁とかけ離れ

た仲間意識が生まれている。同じ

趣味や思考などにもとづいたコミ

ュニティーが社会的な基盤になっ

ていくということだろうか。イン

ターネットのポジティブな特性を

前面に押し出した社会を予測し

ている。

また長野県上田市のマルチメデ

ィア情報センターの井戸氏は、

上田市をマルチメディアの集

積地にしようとする通産

省、長野県、上田市

のプロジェクトを

取り上げる。下

記の「エレク

トロニックビレッジ」のプロジェ

クトに通じるものがある。

上田市の例は、地縁社会の電

脳村（実際には市だが）化であ

るが、地域に依存しない好縁社

会が進みつつも、地縁社会も進

化しているところが興味深い。

地域社会を結ぶもの

『エレクトロニック
ビレッジ』

数年前、パソコンを村民に配布

して話題になった村があった。最

近はインターネットに積極的に取り

組む地方自治体も現れている。こ

の本は80年代に生まれた電脳村

（電子的なコミュニケーション手段

を取り入れた自治体）を取り上げ

ている。米国バージニア州ブラック

スバーグ市は、地元のバージニア工

科大学とバージニア・ベル・アト

ランティック社の官民協同で、こ

のプロジェクトを進めていった。イ

ンフラの整備、行政内部のネット

ワーク化、教育現場への導入、

ビジネスへの展開など、

数々の問題をクリ

アしていった経過

を、著者であるプロ

ジェクトのディレクター

が書き記している。

このようなプロジェクトで

は、ネットワークインフラやパソ

コンの台数といったハードウェアを

充実させることに偏りがちだが、情

報、ボランティア、コミュニティー

といった人間的な項目が成功を導

く鍵を秘めていることが分かる。地

域に根ざした情報社会の構築を目

指す人には参考になるところがある

だろう。80年代の話なので、解説

にある技術が古いものだと意識し

て読む必要がある。

コミュニティーとインターネット

ナレッジマネージメントと言う前に

『なぜ日本企業では
情報共有が進まないのか』

電脳村の構築には、インフラだ

けでなく、コンテンツを制作するコ

ミュニティーの形成が重要であるこ

とが分かったが、企業内の情報の電

子化やネットワーク化でも、同じこ

とが言えるらしい。日本では最新の

ネットワーク設備、業務アプリケ

ーションや高速なサーバーを導入し

ても、情報化は遅々として進まない

ないようである。問題はインフラ、

ハードウェア、コンピュータソフト

ウェアにあるわけではないらしい。

状況はそろったとしても、利用

者の意識が変わらなければ情報

の電子化は進まない。「A君、

今期の受注状況は順調か

ね」という上司の質問

に、自分の机の引

出しから個人管理のファイルをコ

ソッと取り出して答えるという風景

がよく見られる。この時点で情報

は共有されていない。各社員がバ

ラバラに持つ情報が多いと、社員

の配置転換や退職で最悪の場合は

情報を喪失してしまう。

本書では情報共有化のキーポイ

ントを中間管理職に見つけている。

時間と場所を管理する従来型マネ

ージャーから、情報を管理するナ

レッジマネージャーへの転換を提案

し、ナレッジマネージャーの心得7

つを章立てて解説している。マネー

ジメントスタイルの改革がテーマで

あるので、インフラなどに依存する

ことなく読むことができる。イン

フラに投資する前にまず

読んでみるといい

かもしれない。

堺屋太一ほか著
扶桑社

207ページ
本体1,800円＋税

ISBN4-594-02644-3

アンドリュー・M・コヒル、
アンドレア・L・カバノー編著／
公文俊平、CANフォーラム訳

くまざさ社
239ページ

本体2,000円＋税
ISBN4-938546-47-7

田坂広志著
東洋経済新報社

211ページ
本体1,500円＋税

ISBN4-492-55340-1

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1999/8 387

『RedHat Linuxによる
UNIX入門』

日本語Red Hat Linux 5.2ベース

の、UNIXユーザーの入門書。イン

スト－ルしたあとで必要になるコマ

ンドリファレンスマニュアルになっ

ている。Linuxを使うには、MS-

DOSのようなコマンド入力が必要

となるが、そこで途方に暮れる人

が大勢いる。

本書は、代表的な基本コマンド

を丁寧に解説している。たとえば、

シェルとしてbashを、エディター

ではvi系としてVIMを、emacs系

としてXEmacsを解説している。

GUIのX Windowsのデスクトップ

環境も標準のLaserDesk（日本語

化されたWindowMaker）、KDE、

GNOMEが解説されている。ネットワ

ーク環境としては、定番のSamba、

Netatalkに加え、BIND、NFSも解

説されている。Ghostscriptを使っ

てのPostScript対応のプリント環

境を構築するというような内容も

うれしい。

なお本書ではメールサーバーや

WWWサーバーの設定などは載っ

ていない。クライアント向けに割り

切った内容になっている。

また付録のCD-ROMには、日本

語Red Hat Linux 5.2のバイナリー

が収録されている。まだ、バージョ

ン5.2を入手していないLinuxユー

ザーは、本書を購入してみるもの

いいかも。

クライアントベースのLinux入門書

インターネットがさらにおもしろくなる

『インターネットの
おもしろ雑学』

インターネットでのテロ活動を行

なう謎の組織「プレトリアン」、彼

らの示すシンボル「 （パイ記号）」。

この記号をクリックすると、あなた

の目の前に驚異の機密情報が現れ

るはずだ。

プレトリアンや は、某米国映

画の設定なのだが、実際にこのマ

ークを隠しもつホームページがいく

つもある。その上「 マーク普及

協議会」なるものを結成している

ようだ。

この映画を観たことがなければな

んのことやら分からないのだが、こ

んなマニアックな仕組みを施すペ

ージが結構あるのには驚い

た。こんなインター

ネットに散らばる面白い情報を集

めたのが本書。役に立たない情報

満載のインターネット関連雑学の

集大成である。クイズ番組にも出

そうにない知識が溢れている。

「ハイハイそんなのもある！」と

いう情報から、眉つば情報、驚き

の情報まで、インターネットを使っ

ている人はフンフンとうなずきなが

ら暇つぶしに読んでしまうことだろ

う。たとえば英国女王が70年代に

電子メールを発信してたらしいと

か、ネットスケープナビゲーターの

ダウンロード第1号は日本人であっ

たという情報には驚きを感じる。

読み終わってみると、改めてインタ

ーネットが玉石混交であることが分

かるだろう。

お手軽！電子メール

『できる
ポケットボードピュア』

最近はコンビニでポケットボー

ドを販売している。それも、最新

機種のポケットボードピュアであ

る。ポケットボードはドコモが販

売する携帯電話専用の携帯型電

子メール機だ。今や若者の通信

手段は、ポケベル→携帯電話／

PHS→携帯電話＆電子メールへ

と移り変わっている。その日本の

大衆電子メール文化の最先端に

あるのが、コンビニで販売開始さ

れたポケットボードピュアと言っ

てもいい。この機器を3時間で使

いこなすことを可能にする本が本

書である。

電池の入れ方、携帯電話との

つなぎ方から、10円メール（ポ

ケットボード用インターネットメ

ールサービス）の登録方法、携帯

電話のショートメールサービスを

使った着信確認方法といった応

用テクニックまでを、33のレッス

ンにまとめて紹介している。これ

なら、週末にポケットボードピュ

アを手に入れて、月曜までには一

通り使えるようになる。ポケット

ボードのアドレス帳に自分のアド

レスを登録して、この本とともに

彼女にプレゼントしてみるのはい

かがだろうか。本書を読めば、30

分で楽にアドレス登録が

できるはずだ。もし

かすると、あな

た自身が200g

を下回る軽量小

型の電子メールマシ

ンの魅力にはまってしま

うかもしれない。
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